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忍川・さきたま調節池・
酒巻導水路が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト展開中！

特 集「がん検診」のススメ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.2
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乳がん検診は、2年に1度が目安です
　乳がんは、発生したころは進行が遅く、ゆっく
り大きくなります。そのため、2年に1度の検診
で十分に早期発見の効果があります。

▶問い合わせ　保健センター☎553―0053 2015.9 市報 ぎょうだ

行田市のがん検診の現状は？

“もっとたくさんの方に受けてほしいのです”

（平成25年度）

「がん検診」
のススメ

毎年がん検診を受診
しています

１人でも多くの方に
がん検診を受けてほしい

がん検診を初めて受けます
澤田 春雄さん （渡柳）

山中 貴恵さん （看護師）

林 順子さん （矢場）

　毎年がん検診を受けています。趣味や旅行、孫
の成長を見守るためには、健康であることが何よ
り大事です。健康のためには、日頃から病気を予
防し、検診を自主的に受けることが大切です。そ
してそれは、家族のためでもあります。高齢社会
では、健康で長生きしないと意味がありません。
今後も健康のために、欠かさずがん検診を受けて
いきたいと思います。

●安価な費用
　⇒ 各検診とも、4,000円～13,000円の検査が、

200円～1,000円の自己負担で受けられます。

●検査方法が安全かつ短時間
　⇒ 体への負担がほとんどありません。

●がんの早期発見ができる
　⇒ 早期治療につながります。

●がん以外の異常も分かる
　⇒ 例えば、大腸がん検診ではポリープなどの病気

の早期発見もできます。

肺がん・大腸がんの集団検診
　日　　時　9月24日㈭・25日㈮午後1時～2時
　場　　所　保健センター
　申し込み　同センター☎553―0053

大腸がん、乳がん、子宮がん、
前立腺がんの個別検診
　期　　間　平成28年2月29日㈪まで
　場　　所　医療機関
　 申し込み　 4月に世帯配布した｢保健センターのお

知らせ｣を参照の上、申し込みください。

乳がんの集団検診
　期　　日　9月28日㈪・29日㈫、10月6日㈫・7日㈬
　受付時間　午後0時30分～ 1時30分
　場　　所　保健センター
　※ 乳がんの集団検診を希望する場合は、同時に大腸が

ん検診も受診できます。検診日までに受診はがきと
大腸がん検査容器を送付します。

乳がんの個別検診
　受診券はがきが届いたら医療機関へ予約してください。
　医療機関名
　・行田中央総合病院健康管理センター☎553―2426
　・壮幸会行田総合病院☎552―1111

　乳がんになる人が増加していることをご存じですか。乳がんは乳腺に発生する悪性腫瘍で、症状
は、しこり・皮膚のくぼみ・乳首の陥没・脇の下のしこりなどさまざまです。乳がんを予防する方
法は今のところありませんが、乳がんはごく早期なら95パーセント、しこりが小さいうちに見つか
れば90パーセント近くが治ります。マンモグラフィーは、しこりとして触れない早期のがんも発見
できます。まだ、乳がん検診を受けたことのない方は、ぜひ受診してください。

医師による視触診とマン
モグラフィー（乳房のレ
ントゲン撮影）

保健センターへ申し込む

受診券はがきが自宅へ届く

はがきを持って、医療機関または保健センター
で検診（医療機関へは予約が必要です）

乳がん検診の受診方法乳がん検査の方法

　がん検診について「周りの人が、がん検診を受け
始めたから気になって受けた」「市の検診でがんが
発見され、すぐに治療できてよかった」という声を
聞きます。健康に過ごすためにも、1人でも多くの
方にがん検診を受けてもらいたいです。

　がん検診を今年初めて受けます。がんの
ことを、今まで他人事のように考えていま
したが、身近な人からがんの話、特に乳が
んの話を聞き、「自分も受けてみようかな」
と思い、申し込みました。また、「がんは
早期発見なら治る病気」と聞いたことも後
押しになりました。今回の受診をきっかけ
に、毎年受けたいと思います。

メリットたくさんがん検診

乳がん検診を受けて安心した日々を送りましょう

今後のがん検診の日程
～保健センターや医療機関で実施しています～

～財布にもやさしい行田の検診～

声
声

声

10月18日は
「ジャパンマンモグラフィーサンデー」
日曜日にがん検診が受けられます。
対　　象　 5月に保健センターから送付した「乳が

ん検診クーポン券」をお持ちの方
定　　員　30人（先着順）
申し込み　行田中央総合病院健康管理センター

“女性の１２人に１人が乳がんにかかっています”

皆さん、がん検診を受けていますか。
「自分は健康だからまだ受けなくて大丈夫」と思って
いませんか。
あるいは「がんが見つかったら怖いから検診を受け
ない」ということはありませんか。
検診で「がんの早期発見」ができれば、がんは90
パーセント以上治るといわれています。
正常な細胞のがん化を完全に防ぐのはとても難し
いからこそ、早期発見することがとても大切です。

受診率（％） 胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 子宮がん検診 乳がん検診

行田市 7.4 9.0 21.6 24.1 34.9

県平均 7.3 17.1 21.9 30.5 29.7
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　近年、自転車の危険走行による交通事故の多発、自転車利用者の交通マナーの低下が問題となっています。また、
最近では全国的に自転車事故の加害者側に高額な賠償を命ずる判決も出されており、社会問題化しています。
　自転車事故の危険性を改めて認識し、市民総ぐるみで事故の防止を図っていくことが大切です。

条例で定められている関係者の責務

市内の自転車事故の実態

高額賠償事例について自転車保険に加入しましょう

平成27年６月１日から道路交通法が改正されました

自転車の安全な利用５則を守りましょう

市民に自転車を安全かつ快適に利用していただくことを目指して、「行田市自転車安全利用促進条例」を制定しました。

行政（行田市）
　　市民や関係団体などと連携を図り、自転車の安全な利用に関する施策を総合的に推進します。

市民
　　自転車の安全な利用について理解を深め、安全利用の取り組みを自主的に行うよう努めるものとします。

自転車利用者
　 　車両の運転者として責任を自覚し、道路交通法やその他の関係法令を守り自転車を安全に利用するものと
します。また、自転車の交通事故防止に関する知識を習得するとともに、交通事故の損害賠償に対応するため、
自転車損害保険などへの加入に努めるものとします。

自転車小売業者
　 　顧客などに対し、自転車の安全な利用や点検・整備について適切な助言を行うとともに、自転車損害保険
などへの加入促進に努めるものとします。

　代表的な自転車保険として自転車安全整備士による点
検・整備を受け、賠償責任保険・傷害保険の付帯されて
いるTSマーク保険があります。

子どもは
ヘルメットを

着用

車道は
左側を通行

自転車は
車道が原則、
歩道は例外

歩道は
歩行者優先で、
車道寄りを
徐行

安全ルールを
守る

死亡・後遺障害
３０万円
入院（15日以上）
１万円
個人賠償
1,000万円

３年以内に２回以上の
危険行為による検挙

講習制度の流れ

「危険行為を繰り返す自転車運転者に対する講習制度」がスタート

自転車の運転者が、３年間に２回以上危
険行為で検挙された場合、自転車運転者
講習（有料）の受講が命じられます。

公安委員会からの
受講命令

３カ月以内に受講
講 習 時 間：3時間
講習手数料：5,700円（標準額）

受講命令に従わな
かった場合５万円
以下の罰金

通行区分違反
自転車は車道の左側を通行する

安全運転義務違反
スマートフォンや傘を使用しながら、運転してはいけない

その他の危険行為
●歩道通行時の通行方法違反
●通行禁止違反
●路側帯通行時の歩行者の通行妨害
●制動装置不良自転車運転　
●環状交差点安全進行義務違反など
●交差点の安全進行義務違反など
●遮断踏切立ち入り
●交差点優先車妨害など

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）

歩行者用道路における
車両の義務違反（徐行違反）

指定場所
一時不停止など酒酔い運転 信号無視

自
転
車
の
「
危
険
行
為
」

（
14
の
危
険
行
為
）

ＴＳマーク青 ＴＳマーク赤
死亡・後遺障害
１００万円
入院（15日以上）
１0万円
個人賠償
5,000万円

　自転車事故でも被害の大きさにより、数千万円の
賠償金を支払わなくてはならない場合があります。

判　決 賠償額 事故の概要

2013年
神戸地裁 9,500万円

小学校の児童が、自転車で坂を
下っている際に女性と衝突。被
害者は寝たきりの状態となった。

2008年
東京地裁 9,300万円

男子高校生が、車道を横断し対
向車線の自転車の男性と衝突。
被害者に後遺障害が残った。

　市内の自転車での年間死傷者は、平成24年85人、平成25年99人、平成26年77人と依然として高い水準で
推移しています。

振り返ってみてください

あなたの自転車の乗り方 安全ですか

45

0

50

100

150
自転車年間死傷者数

22年 23年 24年 25年 26年

自転車事故の割合（平成 26年）

歩行者
5%

自動車
76%

二輪車
7%

自転車
12%

または

子どもは子どもは
ヘルメットをヘルメットを

着用
歩行者優先で、歩行者優先で、
車道寄りを車道寄りを
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「もしものとき」に備える
　災害はいつ発生するか分かりません。「もしものとき」に備えて、日ごろから準備をしておくことが大
切です。いざというときに慌てないように、「今」できることを考えてみましょう。

日ごろからの備えはできていますか
(1)備蓄品の用意
　大規模地震が発生すると、電気やガス、水道などの
ライフラインがストップする他、外部からの支援が届
かなくなり、物資が不足す
るなどの事態が発生しま
す。最悪の事態を想定し、
各家庭でも３日分を目安に
食料や飲料水などを備えて
おきましょう。

(2)家具の転倒防止
　 過去の地震で死傷した人のうち死亡原因の８～９
割、負傷原因の３～５割が家具の転倒・落下によるも
のです。また、家具の転倒は
避難経路をふさぎ、避難が遅
れる原因となります。被害を
防ぐためにも、家具の転倒・
落下防止対策をしましょう。

(3)家族で話し合う
　地震は家族全員が一緒のとき
に発生するとは限りません。い
ざというときのために、あらか
じめ家族の集合場所や避難場所、
連絡先を決めておきましょう。

(4)安否確認の方法を覚える
　大規模地震が発生すると、固定電話や携帯電話が使
えない、もしくはつながりにくくなります。このよう
な場合、災害用伝言ダイヤル「171」や、携帯電話各社
による災害用伝言板を利用することも有効な手段です。

災害用伝言ダイヤルおよび災害用伝言板を体験で
きる期間
　・毎月1日と15日
　・1月1日～ 3日
　・防災週間（8月30日～ 9月5日）
　・防災とボランティア週間（1月15日～ 21日）

防災に関する展示を
実施しています

　市役所正面玄関ロビーで、
防災に関する展示を実施して
います。家庭での災害対策の
参考にしてください。

▶期　　間　
　9月18日㈮まで
▶内　　容　
　 　過去の災害写真、転倒防
止・耐震グッズ、備蓄食料
などを展示します。

群馬県桐生市、社会福祉法人ときわ会、市内郵便局
と災害時応援協定を締結しました

・群馬県桐生市
　7月14日に締結。本市または桐生
市において災害が発生した場合に、
資機材・物資の提供、被災者の一時
受け入れなどについて相互に応援協
力することを目的としています。

・社会福祉法人ときわ会
　7月21日に締結。本市において災
害が発生した場合に、指定避難所と
なっている太井公民館の二次的な避
難所として「あすなろ会館」を使用
することなどを目的としています。

・行田市内郵便局
　7月27日に締結。本市において災
害が発生した場合に、市内郵便局に
被災者への迅速かつ円滑な郵便物の
配達や郵便局ネットワークを活用し
た広報活動などにご協力いただくこ
とを目的としています。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線282）

　10月5日㈪から12月28
日㈪まで、自動交付機から
住民票の写しが発行できな
くなります(住民票以外の
証明書の発行はできます)。
また、12月29日㈫から平
成28年1月3日㈰までは、
自動交付機の入れ替え作業
のため、全ての証明書が発
行できなくなります。ご迷
惑をお掛けしますが、ご理
解ご協力をお願いします。

▶ 問い合わせ　広報広聴課
情報担当(内線319)

　10月から住民票を有する方一人ひとりに、12桁のマイナンバーが通知されます。通知
されたカードは紛失しないように大切に保管してください。
　このマイナンバーの通知カードは住民票の世帯ごとに簡易書留で届きますので、住民票
の住所と異なるところにお住まいの方は、住所異動の手続きをお願いします。また、やむ
を得ない理由により、住民票の住所地でマイナンバーの通知カードを受け取ることができ
ない方は居所情報登録申請書を持参または郵送で9月25日㈮(必着) までに、住民票のあ
る住所地の市区町村に提出してください。

▶申請が必要な方
　・東日本大震災による被災者で住所地以外に避難している方
　・DV、ストーカー行為、児童虐待の被害者などで住所地以外に住んでいる方
　・一人暮らしで長期間、医療機関・施設に入院・入所している方
　※ 申請が認められた方は、登録したところにマイナンバーをお知らせします。なお、申請書は近くの市区町

村で配布しています(総務省ホームページからダウンロード可)。
　※ マイナンバーの詳しい情報を知りたい方は、マイナンバーコールセンター（ナビダイヤル）にご連絡ください。

▶マイナンバーコールセンター（ナビダイヤル）
　・電話番号　0570―20―0178
　・受付番号　午前9時30分～午後5時30分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
　・そ の 他　①ナビナイヤルは通話料がかかります。
　　　　　　　② 外国語（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語）にも対応できます。0570―20

―0291におかけください。
　　　　　　　③ＩＰ電話などでつながらない場合は、050―3816―9405におかけください。

市民課からのお知らせ
　10月4日㈰の日曜開庁窓口(午前8時30分から正午まで)は、
マイナンバー制度の導入に伴うシステム改修により、取扱業務の
一部を停止します。マイナンバー制度の円滑な導入に向け、ご理
解ご協力をお願いします。

取り扱いできない窓口業務

※ 10月4日以外の日曜開庁窓口業務については、通常どおり取
り扱いできます。

▶問い合わせ　市民課市民担当(内線242)

住民異動が
伴う業務

転出届(市外への引っ越し)

転入届(市外から行田市への引っ越し)

転居届(市内での引っ越し)

戸籍届け出に伴う住民票記載

１０月からマイナンバーの

 通知がはじまります
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内
容
は
同
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
課
保
育
担
当（
内
線
２
６
３
）

新
た
な
地
域
型
保
育
事
業
所
が

誕
生
し
ま
し
た

9月は敬老月間です

地　区 開催日 場　　所

忍 １０月 ４日㈰ 商工センター

行　田 ９月１６日㈬ 商工センター

佐間①※1 ９月１２日㈯ 佐間公民館

佐間②※1 ９月１３日㈰ 婦人ホーム

佐間③※1 ９月２０日㈰ 婦人ホーム

持　田 ９月２０日㈰ 持田公民館

星河①※2 ９月１３日㈰ 星河公民館

星河②※2 ９月１２日㈯ 星河公民館

長野①※3 ９月２１日㈪ 長野公民館

長野②※3 ９月２２日㈫ 桜ヶ丘公民館

   敬老祝金を贈呈します
　９月15日現在で、市内に引き続き１年以上居住し、住民基本台帳に記録されている満77歳、満88歳、満
99歳の方へ長寿を祝福するとともに敬老の意を表し、敬老祝金(行田商店共通商品券)を贈呈します。
※各地区を担当する民生委員が戸別配布します。

   行田市敬老祝賀式典を開催します
　在宅高齢者の介護などで高齢者福祉に功績のあった家庭（敬老模範家庭・三夫婦世帯）をたたえ、表彰を行う
とともに、結婚50年(昭和40年12月31日以前に結婚)を迎える(迎えた)夫婦（金婚夫婦）に、表彰状と記念品
を贈呈します。

   敬老祝賀式典
▶日　　時　 ９月５日㈯午前10時
▶場　　所 　「みらい」文化ホール  ※敬老模範家庭・三夫婦世帯については「市報ぎょうだ」11月号に掲載する予定です。

各地区で敬老会が開催されます
　各地区で開催される敬老会の日程は、次のとおりです。

地　区 開催日 場　　所

荒　木 ９月１３日㈰ 荒木小学校体育館

須　加 ９月１３日㈰ 総合福祉会館「やすらぎの里」

北河原 ９月１３日㈰ 北河原公民館

埼　玉 ※４

星　宮 ９月 ６日㈰ 老人福祉センター大堰永寿荘

太　井 ９月１３日㈰ 太井公民館

下　忍 ９月１７日㈭ 湯本天然温泉  茂美の湯

太　田 ※４

南河原 ９月１３日㈰ 南河原小学校体育館

※１　佐間①（大町・緑町・一佐間・二佐間・佐間神明・佐間三間）
　　　佐間②（向友会）
　　　佐間③（第一旭・第二旭）
※２　星河①（飯倉・栄町・春日・第二谷郷東第一・第二谷郷東第二・東栄・谷郷小橋団地・第三谷郷）
　　　星河②（第一斉条・斉条団地・二斎条・一和田・第二和田区・第一谷郷区・柳坪・第二谷郷新田・東台）
※３　長野①（一桜・田幡・林区・橋場・中斉・堀の内・つるまき・満願・白山区・大下区・新田区）
　　　長野②（二桜・三桜南部・富士見中央・富士見東部・富士見西部・三桜北部・桜ヶ丘・富士見北部・長野住宅）
※４　埼玉地区および太田地区については、単位自治会ごとに日時・場所が異なります（対象者へ各自治会から連絡があります）。

▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線225）

平成27年  国勢調査を実施します
　国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにするため、日本に住んでいる全ての人と世帯を対
象として実施する国の最も重要な調査です。
　調査結果は、さまざまな法令で使われる他、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私たちの
暮らしのために役立てられます。皆さまのご協力をよろしくお願いします。

▶期　　日　10月1日㈭
▶対　　象　日本に住んでいる全ての人(外国人を含む)および世帯
▶ 調査方法　 9月上旬から調査員が各世帯を訪問し、「インターネット回答案内」を配布します。一定
期間、世帯からインターネットによる回答を受けた後、インターネット回答がなかった世帯のみ9
月下旬から調査員が調査票を配布します(オンライン調査先行方式）。

　　なお、調査票の提出は、次のいずれかの方法を世帯が選択することができます。
　・調査票を封筒に入れて、「封をしないで」国勢調査員に提出
　・調査票を封筒に入れて、「封をして」国勢調査員に提出(封入提出)
　・郵送による提出
　・インターネットによる回答

　これまでの国勢調査との変更点
　平成27年の国勢調査から、インターネットでも回答することができるようになりました。
　※パソコンだけでなく、タブレット端末やスマートフォンからも回答できます。

オンライン調査先行方式の流れ

国勢調査を装った「かたり調査」にご注意ください
　国勢調査員は「国勢調査員証」を身に付けています。不審に思った場合には、企画政策課統計担当ま
で問い合わせください。

▶ 国勢調査に関する問い合わせ　国勢調査コールセンター☎0570―07―2015(ナビダイヤル)また
は☎03―4330―2015(ＩＰ電話の場合)

　【設置期間】10月31日㈯まで
　【受付時間】午前8時～午後9時
　【国勢調査キャンペーンサイト】http://kokusei2015.stat.go.jp/index.htm

▶ 問い合わせ　同課統計担当(内線310)

インターネット
回答用ＩＤなど
を世帯に配布

パソコンや
スマートフォン
から回答

調査終了

インターネット回答
がなかった世帯へ
調査票を配布

調査票に回答
調査員に手渡
し、または郵便
ポストへ投函

調査終了
とう  かん
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ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
祭
典
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ

ン
プ
リ
2
0
1
5
」（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ

リ
実
行
委
員
会
主
催
）
に
本
市
の
公
式
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
「
こ
ぜ
に
ち
ゃ
ん
&
フ
ラ
べ
ぇ
」

と
行
田
ゆ
る

キ
ャ
ラ
観
光
大

使
の
「
う
き
し

ろ
ち
ゃ
ん
」
が

エ
ン
ト
リ
ー
し

ま
し
た
。
投
票

は
１
日
１
回
で

す
。
清
き
一
票

を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

▼
投
票
期
間
　
11
月
16
日
㈪
午
後
6
時
ま
で

▼ 

投
票
方
法
　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

５
オ
フ
ィ
シ
ャ
ルW

eb

サ
イ
ト
（http://

w
w
w
.yurugp.jp/vote/

）
か
ら
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
担
当
（
内
線

３
８
９
）

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ

2
0
1
5
」
に
出
場
す
る
行
田

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
投
票
を

税務課からのお知らせ

固定資産税に関する家屋実地調査にご
協力を
　市では現在、家屋の新築・増築および取
壊し調査を行っています。調査には、職員
が2人1組で伺いますのでご協力をお願い
します。
　なお、職員は「職員証」を携帯しています。
「職員証」の提示がないなど不審に感じた場
合は、税務課までご連絡ください。

家屋を取り壊したら届け出を
　家屋を取り壊した場合には、「家屋取壊届
出書」を税務課へ提出してください。また、
登記してある家屋については、法務局で滅
失登記の手続きをしてください。これらの
手続きが行われない場合には、税務課で家
屋の取壊しが確認できないことがあります。
　なお、「家屋取壊届出書」の用紙は、税務
課で配布している他、市ホームページから
ダウンロードできますのでご利用ください。

▶問い合わせ　同課資産税担当（内線234）

第29回企画展
相撲～いにしえの力士の姿～

　市には重要文化財に指定されている酒巻14号墳出土の力士埴
はに わ
輪が

あります。今回の展示では、相撲文化における古代の力士の姿を考
古資料・歴史資料などから考えます。

▶ 期　　間　10月10日㈯～ 11月23日㈪
　※10月12日、11月23日を除く月曜日と10月13日㈫、11月4日㈬は休館
▶開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
▶場　　所　郷土博物館企画展示室
▶ 入 館 料　【一般】200円【大学・高校生】100円【小・中学生】
50円（団体割引あり）

▶ 展示解説会　11月8日㈰
　【1回目】午前10時～ 11時
　【2回目】午後1時30分～ 2時30分
　※内容は2回とも同じ

公開講演会を開催します
・日　　時　10月25日㈰
　　　　　　午後2時～ 3時30分
・ 内　　容　新田一郎さん（東京大学
　　　　　　法学部教授）による講演
　　　　　　「相撲の日本史」
・定　　員　80人(先着順)
・申し込み　電話で同館

▶問い合わせ　同館☎554―5911 酒巻14号墳出土力士埴輪

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、「
納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
電
話
で
市
税
の
納
付
確
認
と
納
付

の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
納
付
が
遅

れ
る
と
、
督
促
状
な
ど
を
発
送
す
る
た
め
に

多
く
の
経
費
（
税
金)

が
掛
か
り
ま
す
。
市

税
の
納
期
内
納
付
に
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼ 

注
意
　
納
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
金

融
機
関
名
や
口
座
番
号
を
聞
い
た
り
、
口

座
を
指
定
し
て
振
り
込
み
を
依
頼
し
た
り

す
る
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
不

　
審
な
点
が
あ
り

　
ま
し
た
ら
電
話

　
を
切
り
、
収
納

　
課
へ
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
税
は
口
座
振
替
で
納
付
で
き
ま
す
。
安

心
・
確
実
・
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
市
内
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
で

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す

　
市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付

で
き
ま
す
。
休
日
・
夜
間
、
時
間
を
問
わ
ず

に
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
な

ど
、
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に

　
病
気
や
失
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
特
別

な
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
方
は
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
通
常
業
務
時

間
内
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
次
の

と
お
り
納
税
・
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
日
夜
間
　
納
税
・
相
談
窓
口
の
開
設

▼ 

休
日
　
毎
週
日
曜
日
の
午
前
8
時
30
分
〜

正
午

▼ 

夜
間
　
毎
週
火
曜
日
の
午
後
5
時
15
分
〜

7
時
※
祝
日
を
除
く

▼
場
所
　
収
納
課

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
課
収
納
担
当
（
内
線　

２
３
６
）

２
０
１
５
ぎ
ょ
う
だ
夢
ま
つ
り
で
行
わ
れ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
足
袋
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
行
田
市
は
江
戸
時
代
よ
り
足
袋
づ
く
り
が
盛
ん

で
あ
り
、
か
つ
て
は
全
国
の
約
8
割
の
足
袋
を
生

産
す
る
「
日
本
一
の
足
袋
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
時
代
の
変
化
に
よ
り

足
袋
の
需
用
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
27

年
3
月
に
郷
土
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
行
田
の
足

袋
製
造
用
具
及
び
製
品
」
が
国
登
録
有
形
民
俗
文

化
財
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
行
田
の
足
袋

が
改
め
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
行
田
の
足
袋
の
魅
力
を
多
く
の
方
に

再
確
認
し
て
も
ら
う
た
め
、
ぎ
ょ
う
だ
夢
ま
つ
り

に
お
い
て
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
足
袋
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
（
個

人
・
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
）。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▼ 

日
時
　
11
月
23
日
㈪
午
前
11
時
〜
正
午（
予
定
）

▼ 

場
所
　
産
業
文
化
会
館
前
特
設
ス
テ
ー
ジ

（
ぎ
ょ
う
だ
夢
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
）

▼ 

テ
ー
マ
　
温
故
知
新
（
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し

き
を
知
る
）

▼ 
参
加
料
　
無
料
（
作
製
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
足
袋

の
生
地
代
は
参
加
者
の
負
担
）
※
オ
リ
ジ
ナ
ル

足
袋
の
作
製
費
用
は
実
行
委
員
会
が
負
担
し
ま
す
。

▼
賞
お
よ
び
賞
品

　
【
グ
ラ
ン
プ
リ
】
旅
行
券
（
2
万
円
分
）、
行
田　

　
市
の
物
産
品

　
【
審
査
員
特
別
賞
】
旅
行
券
（
1
万
円
分
）、
行　

　
田
市
の
物
産
品

▼
そ
の
他
　

　
・ 

参
加
す
る
方（
団
体
）は
、
必
ず
11
月
23
日
開

催
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
く
だ
さ
い

（
ス
テ
ー
ジ
に
設
置
さ
れ
た
ラ
ン
ウ
ェ
イ
で
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
）。

　
・ 

コ
ン
テ
ス
ト
の
服
装
は
、
和
装
・
洋
装
を
問

い
ま
せ
ん
。

　
・ 

用
意
す
る
足
袋
の
生
地
は
、１
０
０
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
×
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
ま
す
。

　
・
余
っ
た
生
地
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼ 

申
し
込
み
　
9
月
24
日
㈭
ま
で
に
２
０
１
５

ぎ
ょ
う
だ
夢
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商

工
観
光
課
内
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
参
加

申
込
書
を
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
氏
名
（
代
表
者

名
）、
団
体
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
す

る
こ
と
。
な
お
、
作
製
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
足
袋

の
生
地
お
よ
び
裁
断
・
縫
製
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ

を
伝
え
る
指
示
書
は
、
10
月
9
日
㈮
ま
で
に
実

行
委
員
会
事
務
局
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。【
持
参
・
郵
送
】
〒
３
６
１

―
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
―
5 

ぎ
ょ
う
だ

夢
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光

課
内
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
５
０
６
３
【
Ｅ

メ
ー
ル
】syoko@

city.gyoda.lg.jp

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
内
線

３
８
２
）

オリジナル足袋
コンテストとは
❶ 参加者は、ぎょうだ夢ま
つり実行委員会が示した
テーマに基づき、自分の
作りたい足袋の生地を用
意してエントリーします。

❷ 実行委員会は、その生地
を基に市内足袋製造業者
に足袋の作製を依頼しま
す。

❸ 参加者は、完成したオリ
ジナル足袋を履き、足袋
とコーディネートした服
装でコンテストに出場し
ます。

❹ 足袋のデザインや服装を
はじめ、テーマにマッチ
しているかなどを審査員
が総合的に審査し、グラ
ンプリなどを決定します。
※ グランプリに選ばれた
足袋は商品化します。
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▶日　　時　平成28年1月10日㈰午後1時30分開会
　（午後1時から受け付け）　
▶場　　所　産業文化会館ホール

平成28年行田市新成人を祝う会実行委員を募集します
　市では毎年、新成人を祝う会実行委員会が中心とな
り、新成人を祝う会の企画・運営を行っています。

▶実行委員会回数　3 ～ 5回
　※第1回実行委員会は9月25日㈮を予定
▶時　　間　午後7時～ 9時
▶場　　所　産業文化会館2Ａ会議室
▶ 対　　象　平成7年4月2日から平成8年4月1日生
まれの方
▶募集人数　5人程度
▶ 申し込み・問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習
担当☎556―8319

平成28年 新成人を祝う会を開催します 　

　市民の皆さんの声を聴き、市政について意見
交換を行う「市政懇談会」に参加してみませんか。
　次の地区を対象に懇談会を開催しますので、
ぜひご参加ください。

▶開催日時・場所
　 【佐間地区】9月18日㈮午後7時～ 8時30分・
佐間公民館

　 【持田地区】10月1日㈭午後7時～ 8時30分・
持田公民館

▶対　　象　該当地区に住んでいる方
▶ そ の 他　申し込みは不要です。直接会場に
　お越しください。
▶ 問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

ご参加ください「市政懇談会」

　

　行田市地産地消推進協議会では安心・安全な
農畜水産物を市内で生産し、販売する農家の方
を紹介する「行田市地産地消直売所マップ」を更
新するため、同マップへの掲載希望者を募集し
ます。

▶ 対　　象　市内で生産した農畜水産物を直販
することができる農家（来客者などに対応でき
る体制が整っていること）

▶ 申し込み・問い合わせ　9月18日㈮までに直
接または電話で同協議会事務局（農政課内・内
線386）

行田市地産地消直売所
マップへの掲載希望者を

募集します

　

　ご当地グルメで町おこし活動をしている団体が
全国から集まるＢ―１グランプリ。今年は青森県
十和田市で開催されます。市民の皆さん、行田ゼ
リーフライで一緒に行田市をＰＲしませんか。

▶期　　日　10月3日㈯・4日㈰
▶内　　容　ゼリーフライの販売の手伝い
▶募集人数　若干名
▶ 申し込み・問い合わせ　9月15日㈫までに行
田ゼリーフライ研究会松井☎080―3150―
7282または商工観光課（内線382）

Ｂ―1グランプリin十和田
のボランティアを
募集します

今年の新成人を祝う会の様子

水道工事による
交通規制のお知らせ

　市では、安全で安定した給水を確保するため、老朽
化している幹線の水道管を入れ替える工事を計画的に
進めています。
　工事期間中は、昼間交通規制を行うことになります
ので、通行の際は工事案内看板、誘導員の指示に従っ
てください。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解ご協力
をお願いします。

▶工事期間　
　 10月中旬から平
成28年3月下旬
（予定）まで
▶工事箇所　
　向町地内
▶問い合わせ　
　水道課工務担当
　☎553―0131

工事箇所
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市長から委嘱を受ける委員の皆さん

　今は元気だから介護予防なんて必要ないと思っていませんか。生き生きと楽しく暮
らしていけるよう、元気なときから予防しましょう。

▶対 象　市内在住の65歳以上の方
▶そ の 他　日時が合えば、どの会場でも参加できます。
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域支援担当(内線278)

はつらつ教室に参加してみませんか

初体験！カーレット
　カーレットとは、氷上のカーリングを室内で机の高
さでできるようにアレンジしたものです。楽しく体と
脳を動かしましょう。

日　　時 場　　所

9月17日㈭ 午後２時 北河原公民館

楽しく若返り！音楽リトミック
　音楽に合わせて声を出したり、体を動かすことで、
脳を活性化させて若返りましょう。

日　　時 場　　所

9月11日㈮ 午前10時 桜ヶ丘公民館

9月16日㈬ 午前10時 太田公民館

知れば簡単！おいしくバランスとれるコツ
　ちょっとした食事の工夫を覚えて、病気や老化に負
けない元気な体をつくりましょう。

日　　時 場　　所

9月15日㈫ 午前10時30分 須加公民館

行田名物！ながちか（長親）体操
　ストレッチ体操・筋力アップ体操・リズム体操・口
の体操の４つの動きで構成された行田オリジナルの体
操で、健康な体をつくりましょう。

日　　時 場　　所

9月11日㈮ 午前10時 下忍公民館

10月13日㈫ 午前10時 星河公民館

実践！転ばぬ先の知恵講座
　転倒を予防するための筋肉を付け、バランス感覚を
養いましょう。

日　　時 場　　所

10月13日㈫ 午後2時 北河原公民館

10月14日㈬ 午前10時 長野公民館

10月20日㈫ 午前10時30分 須加公民館

口から始める！健
けん
口
こう
づくり

　口の中をきれいに保ち、病気を防ぎましょう。

日　　時 場　　所

9月15日㈫ 午前10時 忍・行田公民館

がってん
寿司行田店

ヤマダ電機

ネッツ
トヨタ
埼玉田代医院

〒行田局

行田八幡
神社

セブン
イレブン

国道125号線
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さしあげます

ゆずってください

▷犬用ベッド　▷ダイニングテーブルセット　▷工業
用ミシン　▷整理たんす　▷食器棚　▷子ども用自転
車　▷室内用温室　▷回転座椅子　▷ジャングルジム・
ブランコセット　▷ポータブルトイレ

▷二段ベッド　▷プロパン用ガスこんろ　▷扇風機　▷冷
蔵庫　▷座敷用ローテーブル　▷洗濯機　▷大人用自転車

不
用
品
情
報

　過去10年間に納め忘れた国民年金保険料を納付する
ことで将来の年金額を増やすことができる「10年の後
納制度」は、9月30日㈬をもって終了します。
　後納制度を利用するには、申し込みが必要です。詳
しくは「国民年金保険料専用ダイヤル」（☎0570―011
―050）または熊谷年金事務所（☎522―5012）に問い
合わせください。

▶問い合わせ　熊谷年金事務所国民年金課☎522―5012

▶ 日　　時　10月10日㈯午前9時～ 10時（午前8時
45分集合）※雨天中止

▶ 集合場所　さきたま古墳公園新レストハウス前
▶ 内　　容　市民の皆さんと一緒にさきたま古墳公園を
愛着のある公園にするため、ボランティア清掃活動を
行います。

▶持 ち 物　清掃用の手袋、ごみ袋
▶主　　催　行田のまちをゴシゴシ委員会
▶ そ の 他　清掃活動を中止する場合は前日に判断し、市
　ホームページや市公式ツイッターで周知します。　
▶ 問い合わせ　同委員会事務局（管理課内・内線5703また
　は都市計画課内・内線5603）

国民年金保険料「10年の後納制度」
は9月30日までです

さきたま古墳公園の
清掃活動にご参加ください

　埼玉県在宅保健活動者の会「青空会」（平成27年4月1
日現在会員141人）は、会員に対する研修や、市町村の
保健事業などの支援をしています。会の趣旨に賛同し、
市町村の支援活動などに協力いただける保健師、助産師、
看護師の資格をお持ちで就業していない方を募集します。

▶ 問い合わせ　埼玉県国民健康保険団体連合会保健課保
健事業係☎048―824―2539

埼玉県在宅保健活動者の会
「青空会」の会員を募集します

　市では、除草作業用に
使用していた「ヤンマー
トラクター（草刈用モア
付）」を売り払います。希
望する方は、売却案内書
を確認の上、申し込みく
ださい。

▶売り払い対象物件
　 【物件名】ヤンマートラクター（草刈用モア付）
　【型式】ＡＦ15
　【年式】平成7年
　【最低売却価格】5万円
▶ 参加資格　市内在住の個人または法人（支店・営業所
を含む）で、市税を完納している方
　※詳細は売却案内書をご覧ください。
▶ 売却案内書配布　売却案内書は、市ホームページから
ダウンロードできます。なお、契約検査課での配布は
9月7日㈪からとなります。
▶参加受け付け　
　 【受付日時】9月10日㈭～ 30日㈬（土・日曜日、祝
日を除く）午前9時～午後5時

　【受付場所】契約検査課※持参のみ（郵送不可）
▶ 物件見学会　
　 【日時】9月24日㈭午前9時～午後4時（正午～午後1
時を除く）

　【場所】環境課（緑町13―12）
　※ 見学を希望する方は、事前に契約検査課へご連絡く

ださい。
▶見積書提出日時、場所、方法
　【日時】10月6日㈫午前10時
　【場所】市役所305会議室
　 【方法】見積もり合わせ（最低売却価格以上で、最も高
い価格を付けた方を購入者とします）

▶売り払い代金納付期限および納付方法
　 　10月21日㈬までに納付書にて金融機関（郵便局以外）
で、一括納付となります。

▶問い合わせ　契約検査課契約担当（内線213）

ヤンマートラクター（草刈用モア付）
を売り払います

デートＤＶ予防講座を開催します女性活躍推進事業
トップセミナーを開催します 　デートＤＶ（交際相手からの暴力）は、誰にでも起こり

うる身近な問題です。内閣府の調査では、10代・20代
のときにデートＤＶの被害に遭ったことのある女性は
13.7パーセント、男性は5.8パーセントとなっています。
20代の女性に限っていえば、23.4パーセント、つまり
約4人に1人がデートDVの被害を経験しているのです。  
このため市では、若い世代にデートＤＶ予防への理解と
認識を深めてもらうとともに、地域活動のリーダーがＤ
Ｖ被害を受けた方から相談された際の具体的な対応や支
援などについて学ぶための講座を開催します。

▶日　　時　11月1日㈰午前10時～正午
▶場　　所　ものつくり大学中央棟2階C2080講義室
▶内　　容　
　「デートDV予防と被害者の支援について」
　・デートＤＶの定義・種類、暴力の影響
　・被害を受けた方から相談されたときの対応や支援
　・ＤＶ被害者・加害者にならないためにできること　
　　など
▶ 講　　師　西山さつきさん（ＮＰＯ法人レジリエンス
副代表）
▶対　　象　学生、地域活動のリーダー、一般の方
▶定　　員　70人
▶受 講 料　無料
▶ そ の 他　申し込みは不要です。直接会場にお越しく
ださい。
▶問い合わせ　ＶＩＶＡぎょうだ☎556―9301

　男女共同参画推進センターVIVAぎょうだ
では、女性の多種多様な働き方を積極的に支
援することを目的に、経営者や人事担当者な
どの意識を向上させるためのセミナーを開催
します。女性の活躍により成果を挙げている
事例や、利益や競争力を生むメカニズムの紹
介、さらには、女性活躍プログラムに取り組
む際の実践的マニュアルについて学びます。

▶日　　時　10月15日㈭午後1時～ 3時
▶場　　所　ＶＩＶＡぎょうだ学習室
▶内　　容　
　・今なぜ女性活躍
　・女性の能力開発と生かし方
　・女性の活躍で利益を出す事例研究
▶ 講　　師　油井文江さん（㈱ゆいアソシエ
イツ代表）
▶ 対　　象　市内企業の経営者、人事担当者
など
▶定　　員　30人
▶受 講 料　無料　
▶ 申し込み　9月11日㈮～ 10月9日㈮に直
接または電話で同センター（9月14日㈪・
24日㈭・28日㈪、10月5日㈪は休館）
▶問い合わせ　VIVAぎょうだ☎556―9301

市民活動サポートセンターがオープンします
　市民の皆さんや団体の交流促進の場、また、現在
活動している方やこれから活動しようと考えている
方の拠点として「市民活動サポートセンター」が10月
1日㈭に、コミュニティセンターみずしろ内にオー
プンします。「団体活動のことで悩んでいる」「活動
してみたいけどどうすればいいか分からない」「趣味
を生かして行田のために何かやってみたい」などと考
えている方は、まずは一度足を運んでみてください。

▶開所時間　午前9時～午後5時
▶ 開 所 日　月・火・木～土曜日（コミュニティセン
　ターみずしろの休館日および日曜日を除く）
▶ 場　　所　コミュニティセンターみずしろ1階ギャ
ラリーの一角

▶電話番号　598―8616
▶業務内容
　① ＮＰＯをはじめとした市民公益活動団体や現在

活動している方、あるいはこれから活動しよう
としている方の相談窓口

　② 団体が活動するために必要な場および市民や団
体が交流するための場の提供

　③ 市民公益活動団体のための研修、市民向けの研

修や講習会などの開催
　④ ＮＰＯ（民間非営利団体）やボランティア団体など

の市民公益活動に関する情報、市や県などの助成
金・研修・イベント情報などの収集・発信

　⑤ サポートセンター情報誌の発行

　市民活動サポートセンターオープン記念講座
を開催します
　市民活動サポートセンターのオープン記念イ
ベントとして、市民活動きっかけづくり講座を開
催します。市民活動に興味のある方や、市民活動
を始めてみたい方などはぜひご参加ください。
▶日　　時　10月1日㈭午後2時
▶ 場　　所　コミュニティセンターみずしろ1階
ギャラリー
▶ 内　　容　藤井美登利さん（埼玉県共助社会づく
り課共助仕掛人・ＮＰＯ川越きもの散歩代表）が、
市民活動を始めたきっかけなどを話します。
▶ 申し込み　9月25日㈮までに直接または電話
で地域づくり支援課※当日参加も可

▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前7時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につ
ながります(携帯電話可)。
・相談時間【毎日】午後6時30分～ 10時30分

子どもの健康 休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

9月20日（日) 壮幸会行田総合病院  9月27日（日) 壮幸会行田総合病院

9月21日（月)) 清幸会行田中央総合病院 10月 4日（日)) 壮幸会行田総合病院

9月22日（火)) 壮幸会行田総合病院 10月11日（日)) 壮幸会行田総合病院

9月23日（水)) 清幸会行田中央総合病院 10月12日（月)) 清幸会行田中央総合病院
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乳幼児健診
健 診 名　 ４カ月児健診、１歳６カ月児健診、２歳児

歯科健診、３歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

乳幼児相談 (要申し込み)
日 時　10月6日㈫午前9時30分～11時
対 象　 小学校入学前のお子さん

離乳食教室(初期)(要申し込み)
日 時　 10月 2日㈮午前10時 30分～ 11時 30分

（午前10時15分から受け付け )
対 象　 平成27年4月15日～ 5月14日生まれの

お子さんがいる方

離乳食教室(中後期)(要申し込み)
日 時　 9月 18日㈮午前10時 30分～ 11時 30分

（午前10時15分から受け付け )
対 象　 7カ月～ 11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

「親子のよい歯のコンクール」が
実施されました

おとなの健康
こころの相談 (要申し込み)
　

※時間は申し込みの際にお知らせします。
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

　平成26年度の３歳児健診受診者の中から選出され
た、歯および口

こうくう
腔状況の優秀な親子８組が表彰されま

した。歯の健康は全身の健康に大きく関わります。幼
児期から歯科衛生への関心を持ち、歯を大切にしま
しょう。

在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝た
　きりの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、
年末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

ママ・パパ教室

日　　時　 9月24日㈭午後1時15分～4時(午後1時から
受け付け）

場　　所　保健センター　　
内　　容　 妊婦と赤ちゃんの歯の健康、赤ちゃんの育

児についての話、沐
もくよく
浴のデモンストレー

ション、フリートーク
　　　　　※内容は初妊婦向けです。

対　　象　妊婦とその家族
定　　員　20人(先着順)
注　　意　 安定期に入った妊娠中期・後期(16週～34

週)の方の参加をお勧めします。
申し込み　 9月18日㈮までに直接または電話で保健セ

ンター

　これからママ･パパになる方を対象に、楽しく友達をつくりながら、子育てについての教室を行っています。ぜひご参
加ください。

9月1日㈫から子育て包括支援センターを
保健センターに開設します

～子育て包括支援センターの助産師と新しい命を
迎えるための準備を始めましょう～

　子育て包括支援センターでは、助産師が「赤ちゃんコンシェルジュ」として、妊娠の出発点から赤ちゃんと家族に寄
り添ったお手伝いをします。
　助産師は、医療機関でお産に携わる職種というイメージがありますが、子育て包括支援センターでは、「妊娠・出産
のプロ」として次のようなお手伝いをします。また、「きっずプラザあおい」でも出張相談を行いますので、ご利用くだ
さい。
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　なお、妊娠届は、助産師のいる「子育て包括支援センター（保健センター）」に提出してください。市民課、南河原支
所に妊娠届を出された方には、後日、助産師から上記①②について電話などでご案内します。

① 妊娠・出産に関するサービスの案内
② 母子健康手帳の活用法の説明
③ 妊娠・出産・育児に関する相談
(例）・里帰り出産について
      ・赤ちゃんを迎える準備について
　   ・授乳や乳房トラブルについて
　   ・赤ちゃんのお風呂の入れ方など

「赤ちゃんコンシェルジュ」がパパママの強い味方になります

期　　日 場　　所

　9月25日㈮ VIVAぎょうだ

  10月14日㈬ 保健センター
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談相種各 （9月15日～10月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制）

産業文化会館
2階会議室 9月24日㈭ ※ 予約はその月の

１ 日 か ら(土・
日曜日、祝日の
場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

VIVAぎょうだ
2階研修室 10月8日㈭

行政 市役所 10月5日㈪　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

不動産 市役所 9月16日㈬ 午前9時～正午 ㈳埼玉県宅地建物取引業協会
北埼支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 10月14日㈬※予約制 午前10時～午後5時

※毎月の時間と異なります
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

認知症
（予約制）

産業文化会館
2階会議室

9月16日㈬　
※ 40歳以上で認知症に対して不安を持っ
ている方、またはその家族が対象

午後1時～ 2時20分
(1人40分程度)

高齢者福祉課
（内線278）

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 きっずプラザあおい 10月14日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 10月4日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 9月15日㈫・29日㈫、
10月6日㈫・13日㈫ 午後5時15分～ 7時

　今年のオータムジャンボ宝くじの賞金は、1等・
前後賞合わせて5億円です。この宝くじの収益金は、
市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対
策など地域住民の福祉向上のために使われます。
1　等…3億円×13本
　　　　（発売総額390億円・13ユニットの場合）
前後賞…1億円×26本
　　　　（発売総額390億円・13ユニットの場合）
▶発売期間　9月28日㈪～ 10月16日㈮
▶発売場所　全国の宝くじ売場
▶抽 選 日　10月23日㈮
▶ 問い合わせ　(公財)埼玉県市町村振興協会☎048
―822―5004

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　9月1日㈫・7日㈪・14日㈪・24日㈭・
　　　　　28日㈪~10月2日㈮・5日㈪・13日㈫
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

おはなし会

日　　時 内　　容 対　　象 協力団体

9月16日、10月14日の水曜日
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本やパネルシア
ターなど 2、3歳児と保護者 ※図書館職員が実施

9月26日㈯午前11時
絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おはなしタンバリン
10月3日㈯午後2時 おはなしの会
10月10日㈯午後2時 おはなしポケット

読み語りの会 9月20日㈰午後2時 詩やエッセイなどの
朗読 どなたでも可 おしゃべりインコの会

英語児童書
読み聞かせ会 10月11日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本

の読み聞かせ 英語に興味がある方 　ハートイングリッシュ
　スクール

定例子ども
映画会 9月19日㈯午後2時 【上映作品】

猫の事務所　他

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿ 

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
8月18日㈫  午前9時　0.06マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時  0.07マイクロシーベルト(晴れ）

放射線量の測定値

オータムジャンボ宝くじを発売します

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

　行田市立図書館では、1年に1回30万点以上にの
ぼる図書館資料を点検する蔵書点検を行います。これ
は、あるべきはずの本があるべき場所にきちんとある
かを確認していく作業です。また、通常の館内整理日
にはできない大掛かりな
書架の整理も行います。
　蔵書点検期間中は図書
館を利用できませんが、
ご理解いただきますよう
お願いします。

  【図書館豆知識 】　
ご存じですか 蔵書点検

　10月5日㈪は図書館ホームページのメンテナンス
のため、ウェブサイトからの蔵書検索・予約などがで
きなくなります。ご不便をお掛けしますが、ご理解ご
協力をお願いします。

図書館ホームページ利用停止のお知らせ

　市では、下水道事業の運営に関して、市民の皆さんからの
意見を施策に反映させるため、行田市下水道事業運営審議会
の委員を募集します。

▶応募資格　次の要件を全て満たす方
　・ 市内に1年以上住民登録し、下水道整備区域に住んでい

る方
　・ 満20歳以上で平日昼間の会議（年3回程度）に出席できる方
　なお、次の方は応募できません。
　(1)応募日現在、本市の他の審議会などの委員の職にある方
　(2)市職員および市議会議員
▶募集人数　3人
▶任　　期　委嘱した日から2年間
▶ 応募方法　下水道課で配布している応募用紙（市ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事項を記入の上、9月30日
㈬までに持参、郵送、Ｅメールのいずれかの方法で提出し
てください。【持参・郵送】〒361―0038 行田市前谷1―
1 行田市下水道課【Ｅメール】gesui@city.gyoda.lg.jp
▶ 選考方法　書類審査の上決定し、結果は応募者全員にお知
らせします。
▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

行田市下水道事業運営審議会の
委員を募集します

今月の納税
固定資産税・都市計画税・・・・・・・3期
国民健康保険税 ・ ・・・・・・・・・・3期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・3期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・3期

納期限　9月30日㈬
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座
振替をご利用ください。

　9月28日㈪～ 10月2日㈮は蔵書点検および特別整
理のため休館となります。返却の際はブックポストを
ご利用ください。

特別整理に伴う休館

・サマーウォーズ(細田守／著)
・100万分の１回のねこ(江國香織他／著)
・教養の教育学(森川輝紀／著)
・こびと大図鑑(なばたとしたか／作)
・おやおや、おやさい(石津ちひろ／文、山村浩二/絵)
・ せんそうしない(たにかわしゅんたろう／文、えが
しらみちこ/絵)

新 着 図 書

　絵本を通したコミュニケーションはわが子に愛情を
伝え、生きる力を育てます。
　パパママ同士、赤ちゃん同士で触れ合うよい機会に
もなりますので、ぜひご参加ください。

▶日　　時　10月9日㈮午前10時30分～ 11時45分
▶ 場　　所　中央公民館レクリエーション室(「みら
い」内)　　　　　
▶ 内　　容　
　・ 絵本の読み聞かせ、手遊び、工作などを親子一緒

に楽しみます。
　・絵本の選び方や子育てのこつについて学びます。
　・ 子育ての不安や疑問など、講師を交えてのグルー

プトークを行います。
▶ 講　　師　島田ユミ子さん、小出厚子さん、平井直
美さん(いずれも埼玉県家庭教育アドバイザー )
▶対　　象　乳幼児と保護者
▶定　　員　15組程度
▶参 加 費　無料
▶ 申し込み　事前に図書館で配布している申込書に必
要事項を記入の上、直接提出してください(電話での
申し込みも可)。

うたって、あそんでわくわく 
親子の絵本講座(秋の巻)



2015.9 市報 ぎょうだ 2021

写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館
GYODA CITY PHOTO STUDIO

　福井県坂井市では、日本一短い手紙のコンクール「一筆啓上賞」を
開催しており、昨年のコンクールで他界した妻への手紙を書いた西
田晏

やす
皓
ただ
さんの作品が大賞に選ばれました。8月23日には一筆啓上

賞の資料館が坂井市内にオープンし、そのＰＲと大賞受賞者へお祝い
の品を贈呈するため、福井県坂井市の職員と福井県立丸岡高校1年
の女子生徒4人が、8月4日に市役所を訪れました。
　プレゼンターを務めた生徒は、まず工藤市長に日本一短い手紙の
書籍を贈呈。その後、西田さんに資料館の案内状と坂井市産の浴衣
帯を手渡しました。西田さんは「誰と資料館に行こうか迷っちゃいま
すね」とコメントし、出席者の笑いを誘っていました。（関連22ページ）

　8月12日、市役所305会議室で市の若手職員による政策研究の
発表会が行われました。
　研究のテーマは「行田創生」。人口減少対策や子育て支援、雇用
創出などまちを活性化させる施策について、今年5月から検討を重
ねてきました。この日の発表会では、メンバーと共に練ってきたア
イデアを披露。空き家を有効活用する「空き家リサイクル事業」や
「忍城ウエディング大作戦」など、若手ならではの斬新な考えを聴
衆に対して提案していました。

　8月8日、VＩＶＡぎょうだ調理室で食育をテーマにした
親子料理教室が開かれました。
　この日は、行田市食生活改善推進員の指導のもと、「お
にぎらず」「鶏肉のトマトクリーム煮」など4品に挑戦しまし
た。完成した料理について参加者からは「おいしい」「家
でも作れそう」との声が上がるなど、この教室を満喫した
様子。親子で協力しながら料理に励むことで、より一層
「食」に関心を持つことができたようです。

行田創生に向けて
若手ならではのアイデアを提案 　7月25日・26日に「第22回行田浮き城まつり」が開催されま

した。
　2日間を通して天候に恵まれた今年の祭り。特に2日目は
気温35度を超える猛暑日となりました。そんな中行われた
「だんべ踊り」では、多くの方が参加しチームごとに趣向を凝
らした衣装や振り付けで元気よく踊っていました。そして、祭
りのフィナーレを飾ったのは「山車のたたき合い」。6台の山
車がメーンステージ前の交差点に集結し、威勢のいい掛け声
と力強いばちさばきで観客を魅了していました。文字通り一
番熱い夜となったこの日、会場に詰めかけた誰もが、行田の
夏の一大イベントを満喫しているようでした。

親子で一緒に「食」を学ぼう

行田で一番熱い夜

坂井市の女子高生が一筆啓上賞の
資料館オープンをＰＲ

　7月29日、住宅用火災警報器設置をＰＲするとともに、子供たち
に防火教育を行うため消防本部に結成された「浮き城消隊住警器
マン」が太井保育園を訪れ、消防訓練を行いました。
　住警器マンは、園児たちに対して災害発生時に守らなければい
けない「お・か・し・も・ち」を伝授。避難する際に押したり、駆けたり
しないことをヒーローから教わった園児らは、その後実施された
避難訓練でスムーズな動きを見せていました。また、園庭で行わ
れた消火訓練で、職員に対して消火器の使い方を説明するととも
に住宅用火災警報器設置を強く訴え掛けていました。

新たに結成されたヒーローが
活動を開始

　8月4日から7日にかけて、中央公民館で実施された夏
休み伝統文化体験教室。8月6日には、同館の和室で茶
道教室が行われました。
　この教室は、小学3年生以上の児童が対象。23人の
参加者は学校や家庭では学ぶ機会の少ない茶道の作法
や歴史を学びました。子供たちはこの体験を通じて、日
本文化の魅力に触れることができたようです。

伝統文化に触れて

　7月24日から30日にかけて、忍町アートギャラリーが開
催されました。
　アートで行田を元気にしようと、牧禎舎を中心とした市
内28店舗で作品の展示やワークショップを実施。26日
に行われたワークショップでは、オリジナル足袋を制作し
ました。参加者はアクリル絵の具で好きな色や柄を描き、
個性豊かな足袋を生み出していました。

アートの力で町を元気に



広　場

　
昭
和
40
年
に
創
業
し
た
ノ
ム
ラ
宝
石
株
式

会
社
は
、
北
関
東
最
大
級
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
専

門
店
で
す
。
平
成
26
年
7
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
店
舗
に
は
、
有
名
ブ
ラ
ン

ド
の
時
計
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
、
常
に
8
千
点
か
ら
1
万
点

の
商
品
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
来
店
者
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
特
徴
は
、
豊
富
な
品
数
に
加
え
、

高
い
品
質
の
商
品
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価

格
で
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
代
表
取

締
役
の
野
村
泰
豪
さ
ん
は
「
宝
石
の
相
場
を

見
極
め
、
大
量
に
仕
入
れ
た
製
品
を
豊
富
に

ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
価
格
変
動
の
影
響

を
受
け
に
く
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
系
列

会
社
で
原
料
を
輸
入
し
て
い
る
た
め
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
原
料
か
ら
加
工
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
」
と
高
品
質
な
の
に
価
格
を
抑

え
ら
れ
る
仕
組
み
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
店
頭
に
並
ぶ
全
て
の
商
品
は
経

験
豊
富
な
社
員
が
厳
選
し
た
も
の
で
あ
り
、

品
質
は
抜
群
。
価
格
以
上
の
価
値
を
持
つ
商

品
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
常
連
客
の
心

を
つ
か
む
と
と
も
に
、
結
婚
を
控
え
た
方
な

ど
新
た
な
客
層
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
店
頭
で
の
販
売
の
他
に
、
同
社
で
は
セ
ミ

オ
ー
ダ
ー
や
フ
ル
オ
ー
ダ
ー
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
中
。
野
村
さ
ん
は

「
お
客
さ
ま
の
理
想
を
形
に
す
る
オ
ー
ダ
ー

サ
ー
ビ
ス
は
、
好
み
や
要
望
を
聞
き
入
れ
な

が
ら
商
品
を
制
作
し
て
い
き
ま
す
。
お
客
さ

ま
と
の
厚
い
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

理
想
を
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

と
自
信
に
満
ち
た
表
情
で
語
り
ま
す
。
ま

た
、
修
理
や
リ
フ
ォ
ー
ム
も
行
っ
て
お
り
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
身
に
着
け
る
方
に
と
っ
て
、

と
て
も
心
強
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
と
き
も
品
質
を
守
り
、
お
客
さ

ま
が
満
足
す
る
事
業
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
は
、
商
品
購
入
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
で
す
」
と
野
村
さ
ん
は
会
社
運
営
に
対

す
る
決
意
を
語
り
ま
す
。
45
年
以
上
の
歴
史

で
培
っ
て
き
た
安
心
の
品
ぞ
ろ
え
と
信
頼
を

強
み
に
持
つ
同
社
。
こ
れ
か
ら
も
購
入
者
と

の
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
に
密
着
し

た
ジ
ュ
エ
リ
ー
専
門
企
業
と
し
て
輝
き
続
け

ま
す
。
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「
一
筆
啓
上　
火
の
用
心　
お
仙
泣
か
す
な　
馬
肥

や
せ
」。
こ
れ
は
徳
川
家
康
の
忠
臣
、
本
多
重
次
が
陣

中
か
ら
妻
に
宛
て
た
手
紙
で
、
現
在
は
丸
岡
城
に
碑

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
本
最
古
の
天
守
閣
を

持
つ
福
井
県
坂
井
市
で
は
、
手
紙
文
化
を
浸
透
さ
せ
る

た
め
に
平
成
5
年
か
ら
日
本
一
短
い
手
紙
の
コ
ン
ク
ー

ル
「
一
筆
啓
上
賞
」
を
開
催
し
て
お
り
、
昨
年
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
西
田
晏
皓
さ
ん
の
作
品
が
大
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
手
紙
を
40

字
以
内
で
書
く
こ
と
が
ル
ー
ル
。
昨
年
は
「
花
」
を

テ
ー
マ
に
、
国
内
外
か
ら
3
万
3
千
２
３
６
通
も
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
西
田
さ
ん
の
作
品
「
お
ー
い
、
お

花
を
新
し
く
し
た
ぞ
。
活
け
方
に
文
句
あ
る
な
ら
出
て

こ
い
や
」
は
、
12
年
前
に
こ
の
世
を
去
っ
た
妻
・
美
代

さ
ん
に
宛
て
た
も
の
で
し
た
。「
頭
の
中
に
と
っ
さ
に

フ
レ
ー
ズ
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
仏
壇
の
花
を
変
え

る
た
び
に
、『
私
の
目
の
前
に
化
け
て
出
て
き
て
こ
な

い
か
な
。
そ
う
し
た
ら
話
を
た
く
さ
ん
し
た
い
な
』
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
。
た
だ
素
直
な
気
持
ち
を
書
い
た

だ
け
で
す
よ
」
と
恐
縮
し
な
が
ら
、
29
字
の
中
に
込
め

た
思
い
を
明
か
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
の
は
、
さ
さ
い
な

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
昨
年
の
8
月
ご
ろ
に
郵

便
局
に
行
っ
た
際
、
た
ま
た
ま
一
筆
啓
上
賞
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
手
に
し
た
の
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
手
紙
や
文
章
な
ど
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
し
た
が
、

「
と
り
あ
え
ず
出
し
て
み
よ
う
か
な
」
と
何
気
な
く
妻

へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
手
紙
を
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、

驚
き
の
結
果
が
。
5
カ
月
後
の
今
年
1
月
、
新
聞
記

者
か
ら
大
賞
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
の
で
し
た
。

「
最
初
、
記
者
の
方
が
何
の
話
を
し
て
い
る
の
か
分
か

ら
な
か
っ
た
で
す
。
投
稿
し
た
こ
と
す
ら
忘
れ
て
い

ま
し
た
か
ら
」。
西
田
さ
ん
は
苦
笑
い
を
浮
か
べ
な
が

ら
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。
し
か
し
、

思
い
の
ほ
か
反
響
は
大
き
く
、
新
聞
に
大
賞
受
賞
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
昔
の
仕
事
仲
間
な
ど
か
ら

祝
福
の
言
葉
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
初

め
て
の
経
験
だ
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
か
っ
た
で

す
よ
。
天
国
に
い
る
妻
も
お
め
で
と
う
と
言
っ
て
く

れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

ま
す
。

　
大
賞
受
賞
を
機
に
、
既
に
今
年
の
テ
ー
マ
「
う
た
」

に
つ
い
て
の
作
品
も
投
稿
し
た
西
田
さ
ん
。「
き
っ
と
、

箸
に
も
棒
に
も
掛
か
ら
な
い
と
思
う
け
ど
ね
」
と
遠
慮

が
ち
な
コ
メ
ン
ト
を
し
な
が
ら
も
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。（
関
連
21
ペ
ー
ジ
）

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

「市報ぎょうだ」8月号26ページの「私の作品」のコーナーで、町田達男さんのお住まいの地区に誤りがありました。
正しくは「城南」です。訂正しておわび申し上げます。

会社プロフィール

代表取締役　野村 泰豪
【事業内容】 宝石輸入卸
【住所】 持田2221

ノムラ宝石株式会社（NOMURA JEWELLERY）
磨き抜かれた商品力とサービスでお客さま満足を追求

めましてはじ ○ 9月1日㈫～30日㈬に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、10月2日㈮午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

吉
田
　
怜れ
お
ん生 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
26
年
9
月
16
日
生
ま
れ

父
・
司
さ
ん
　
母
・
絵
里
加
さ
ん

「
元
気
い
っ
ぱ
い
！

 

大
き
く
な
〜
れ
♡
」

吉
岡
　
橙と
う
か香 

ち
ゃ
ん （
西
新
町
）

平
成
26
年
9
月
1
日
生
ま
れ

父
・
将
宏
さ
ん
　
母
・
祐
佳
さ
ん

鈴
木
　
湊そ
う
た太 

ち
ゃ
ん （
城
西
）

平
成
26
年
9
月
8
日
生
ま
れ

父
・
亮
太
さ
ん
　
母
・
由
香
理
さ
ん

「
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
」

「
毎
日
こ
の
笑
顔
に

 

癒
さ
れ
て
ま
す
」

松
田
　
汐し
お
り織 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
26
年
9
月
11
日
生
ま
れ

父
・
雄
太
さ
ん
　
母
・
由
紀
子
さ
ん

「
元
気
に
ニ
コ
ニ
コ
♡

 

大
き
く
な
っ
て
ね
」

田
中 

こ
な
つ 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
26
年
9
月
3
日
生
ま
れ

父
・
慎
也
さ
ん
　
母
・
亜
紀
子
さ
ん

「
毎
日
楽
し
く

 

過
ご
し
て
い
こ
う
ね
」

石
原
　
百も
も
か華 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
26
年
9
月
2
日
生
ま
れ

父
・
裕
士
さ
ん
　
母
・
亜
紀
子
さ
ん

「
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
！
」

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

祭
り
終
へ
闇
に
気
怠
き
下
駄
の
音

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

ひ
と
り
居
の
自
由
で
淋
し
夏
の
月

 

持
田 

田
子
　
敏
枝

金
色
堂
涼
し
そ
う
な
る
仏
た
ち

 

持
田 

伊
藤
　
洋
子

歩
か
ね
ば
焦
げ
つ
き
そ
う
な
日
の
盛
り

 

持
田 

丸
山
　
麟
一

一
瀑
の
音
の
こ
だ
ま
す
山
路
か
な

 

須
加 

原
　
ち
か
子

沙
羅
の
咲
く
一
期
一
会
の
山
の
宿

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

玉
音
を
聞
き
し
遥
か
終
戦
日

 

渡
柳 

川
田
　
静
江

旱
天
の
慈
雨
待
ち
わ
び
し
野
草
か
な

 

棚
田
町 

春
田
　
枕
流

う
す
紅
の
く
す
し
き
花
や
古
代
蓮

 

持
田 

関
口
　
　
操

針
穴
の
糸
す
ん
な
り
と
秋
立
て
り

 

荒
木 

髙
澤
よ
ね
子

一
茎
に
太
古
を
秘
め
て
蓮
ひ
ら
く

 

長
野 

野
中
せ
き
子

打
ち
水
や
一
瞬
水
の
匂
ひ
く
る

 

向
町 

渡
月
　
　
峯

広
々
と
青
田
育
て
る
利
根
の
水

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

田
か
ら
田
へ
群
れ
し
武
州
の
稲
雀

 

城
南 

町
田
　
達
男

草
を
引
く
草
の
力
も
さ
ま
ざ
ま
に

 

富
士
見
町 

森
　
　
節
子

流
行
を
追
わ
ず
今
年
も
よ
し
ず
か
な

 

持
田 

荻
原
　
義
久

蝉
し
ぐ
れ
行
田
の
寺
の
太
子
堂

 

門
井
町 

茂
田
　
鳥
山

新
盆
の
妻
の
味
付
け
母
好
み

 

清
水
町 

斉
藤
　
文
子

梅
雨
籠
り
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
知
恵
し
ぼ
る

 

城
西 

鈴
木
　
正
夫

万
緑
の
古
墳
に
園
児
戯
れ
り

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

★★★ 平成26年 9月生まれ のおともだち ★★★

平成26年11月生まれのお子さんを募集します

天
国
の
妻
へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
手
紙
で

 

一
筆
啓
上
賞
大
賞
を
受
賞

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

西
田 

晏や
す

皓た
だ 

さ
ん
（
71
歳
・
持
田
）
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▼
日
時
　
9
月
27
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
桜
ヶ
丘
小
学
校
体
育

館　

▼
曲
目
　「
リ
ン
ゴ
の
唄
」「
よ

う
か
い
体
操
第
一
」「
異
邦
人
」「
ピ
ン

ク
レ
デ
ィ
ー
メ
ド
レ
ー
」「
今
日
の

料
理
」
他　
▼
出
演
　
行
田
吹
奏
楽

団　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
桜
ヶ

丘
公
民
館　

▼
問
　
同
公
民
館
☎

５
５
６
―
６
５
０
０

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈯
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
場
所
　
牧
禎
舎
（
忍

1
―
4
―
11
）　
▼
内
容
　
藍
染
め

の
糸
を
使
っ
て
、
初
心
者
で
も
手

軽
に
で
き
る
か
わ
い
い
ご
ぎ
ん
刺

し
の
壁
掛
け
を
作
成
す
る　

▼
講

師
　hitoharico**

さ
ん　

▼
対

象
　
小
学
4
年
生
以
上
の
方　
▼
定

員
　
12
人　
▼
費
用
　
1
千
５
０
０

円　

▼
主
催
　
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
▼
そ
の
他
　
参
加

者
に
は
、
ご
ぎ
ん
刺
し
の
ピ
ン
ク

ク
ッ
シ
ョ
ン
（
１
つ
）
の
お
土
産
付

き　
▼
申
・
問
　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
５
５
２
―
１
０
１
０
（
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
）

第
1
回
音
楽
鑑
賞
会

藍
染
め
糸
で

ご
ぎ
ん
刺
し
体
験

▼
日
時
　
10
月
11
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
2
時　
▼
場
所
　
行
田
中
央
総

合
病
院
駐
車
場　
▼
内
容
　
医
師
な

ど
に
よ
る
健
康
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー

ク
、
無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密

度
・
血
管
年
齢
測
定
な
ど
）、
無
料

健
康
相
談
、
屋
台
（
焼
き
そ
ば
、
う

ど
ん
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
）、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど　
▼
参

加
無
料
　
▼
問
　
同
病
院
☎
５
５
３

―
２
０
０
０

▼
日
時
　
9
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ

和
室　
▼
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
心
身

機
能
の
発
達
を
促
す
ベ
ビ
ー
マッ
サ
ー

ジ
で
親
子
の
心
と
体
を
癒
や
す（
予

約
制
）　
▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
半
か

ら
10
カ
月
く
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
と
母

親　
▼
参
加
費
　
５
０
０
円
（
材
料

費
）　
▼
申
・
問
　
9
月
21
日
㈪
ま
で

に
高
島
☎
５
５
４
―
５
３
６
１

▼
日
時
　
9
月
19
日
㈯
〜
23
日
㈬
午

前
10
時
〜
午
後
6
時　
▼
場
所
　
ウ

行
田
中
央
総
合
病
院

行
田
市
民
健
康
ま
つ
り
２
０
１
５

秋
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
験
会

引
札
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

▼
日
時
　
9
月
26
日
㈯
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
1
時
（
イ
モ
掘
り
は

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
）　
▼
場
所
　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　

▼
内
容
　
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
や
お
菓

子
作
り
な
ど
を
し
て
市
内
で
活
躍
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
し
、
実
際

の
活
動
に
つ
い
て
話
を
聞
く　
▼
対

象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
（
幼
児
、
小
学
生
の
参
加
も

可
）　

▼
参
加
費
　
１
０
０
円　

▼

申
・
問
　
9
月
16
日
㈬
午
前
9
時
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
10
月
22
日
㈭
午
後
6
時

30
分　
▼
集
合
場
所
　【
商
工
セ
ン

タ
ー
】
午
後
5
時
30
分
受
け
付
け

開
始
【
壱
里
山
公
園
】
午
後
6
時
受

け
付
け
開
始　
▼
内
容
　
1
軒
40
分

で
数
店
舗
を
飲
み
歩
き
、
各
店
自
慢

の
メ
ニ
ュ
ー
（
1
品
と
1
ド
リ
ン

ク
）
を
飲
食
す
る
※
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
あ
り　
▼
定
員
　
１
０
０
人
（
先

着
順
）　
▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
行
田

商
工
会
議
所
【
10
月
８
日
㈭
ま
で
】

3
千
円
【
10
月
9
日
㈮
〜
15
日
㈭
】

4
千
円　
▼
そ
の
他
　
2
人
1
組
で

参
加
す
る
こ
と　
▼
問
　
同
会
議
所

☎
５
５
６
―
４
１
１
１

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
フ
ェ

Ｊ
Ｒ
行
田
駅
周
辺
の
店
舗
で
開
催

ぎ
ょ
う
だ
は
し
ご
酒

ニ
ク
ス
鴻
巣
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
る
ー

む
（
鴻
巣
市
北
新
宿
２
２
５
―
1
）　

▼
内
容
　
江
戸
時
代
に
起
源
を
持
ち

明
治
時
代
以
降
に
は
凝
っ
た
デ
ザ
イ

ン
の
も
の
が
作
ら
れ
た
引
札
（
現

代
で
い
え
ば
チ
ラ
シ
）
を
展
示
す

る　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
栗
原
☎

０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時
　
10
月
7
日
〜
11
月
4
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
5
回
）
午
前
9
時

45
分
開
始
※
午
前
9
時
30
分
か
ら
受

け
付
け　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
プ
ー
ル　
▼
内

容
　
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
水
中
で

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
簡
単
な
体
操
を

実
施
す
る　
▼
対
象
　
65
歳
以
上
で

医
師
な
ど
か
ら
運
動
の
制
限
を
受
け

て
い
な
い
方　
▼
定
員
　
20
人　
▼

申
・
問
　
10
月
2
日
㈮
ま
で
に
直
接

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
２
７
８
）

▼
日
時
　
10
月
7
日
〜
28
日
の
毎

週
水
曜
日
（
全
4
回
）
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
2
研
修

講
座
・
教
室

ア
ク
ア
フ
ィッ
ト
ネ
ス
教
室

高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
教
室

（
秋
コ
ー
ス
）

▼
日
時
　
10
月
31
日
㈯
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
2
時
25
分　

▼
場

所
　
行
田
特
別
支
援
学
校
（
長
野

４
２
３
５
）　
▼
内
容
　
学
習
発
表
、

作
品
展
示
、
模
擬
店
、
地
域
の
方
と

の
ふ
れ
あ
い
交
流　
▼
問
　
同
校
☎

５
５
４
―
３
３
０
２

▼
日
時
　
10
月
23
日
㈮
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
熊
谷
市
立
市
民
体

育
館
（
熊
谷
市
桜
木
町
2
―
33
―

5
）　

▼
内
容
　
30
社
（
予
定
）
が

参
加
し
、
人
事
担
当
者
と
面
接
を
行

う　
▼
持
ち
物
　
障
害
者
手
帳
ま
た

は
そ
の
写
し
、
履
歴
書
、
ス
リ
ッ
パ

※
応
募
企
業
数
に
応
じ
て
書
類
は

複
数
枚
用
意
す
る
こ
と　
▼
申
・
問
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
☎
５
５
６
―

３
１
５
１

▼
日
時
　
10
月
9
日
㈮
〜
11
日
㈰
午

前
9
時
〜
午
後
5
時
（
11
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ

リ
ー　
▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
行
田

光
友
写
真
会
代
表
大
澤
☎
５
５
７
―

２
４
５
２

行
田
特
別
支
援
学
校
文
化
祭

「
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り
」

県
北
地
域
障
害
者

就
職
面
接
会

第
95
回
光
友
会
写
真
展

室　
▼
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
（
年
度
内
65
歳
も
可
）　
▼

定
員
　
35
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

無
料
　
▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
飲

み
物　
▼
申
　
9
月
17
日
㈭
午
前
9

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
原
則
本
人
ま
た

は
家
族
の
申
し
込
み
）
※
代
理
は
不

可　
▼
問
　
同
協
議
会
☎
５
５
７
―

５
４
０
０

▼
日
時
　
10
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭
・

23
日
㈮
午
後
7
時
〜
9
時　
▼
場
所
　

商
工
セ
ン
タ
ー
２
０
１
研
修
室
ま
た

は
４
０
４
研
修
室　
▼
内
容
　
創
業

す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー　

▼
講
座
名
　【
21
日
】
は
じ

め
て
の
創
業
（
準
備
編
）【
22
日
】
失

敗
し
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
作
り

方
【
23
日
】
創
業
時
に
速
攻
で
顧
客

を
う
み
だ
す
戦
術
と
は
？　

▼
講

師
　
山
内
正
明
さ
ん
、
渋
谷
雄
大
さ

ん　
▼
対
象
　
創
業
を
考
え
て
い
る

方
、
創
業
し
て
間
も
な
い
方　
▼
定

員
　
各
20
人
（
先
着
順
）　

▼
受
講

料
　
1
開
催
日
当
た
り
1
千
円　
▼

主
催
　
行
田
商
工
会
議
所
他　

▼

申
・
問
　
同
会
議
所
☎
５
５
６
―

４
１
１
１

創
業
塾

獅子舞を見に行こう ２

名　　称 日　　時 場　　所 演　　目 内　　容

若小玉の獅子舞

9月20日㈰
午前10時
午後7時50分
午後8時50分

若小玉の勝呂神社・
大竹稲荷神社・秋
葉神社

橋掛り・花係
り・鐘巻

午前中は３つの神社で短く演舞し、
夜は勝呂神社で2回演舞します。

野の獅子舞

10月25日㈰
午前9時30分
午前10時30分
午後2時
午後3時

野の久伊豆神社・
諏訪神社・満願寺・
氷川神社

雌
め
獅
じ
子
し
隠
かく
し

野の久伊豆神社から氷川神社まで
1日かけて回り、各寺社で演舞し
ます。

市内には現在、6つの地域で獅子舞が継承され、市の無形民俗文化財に指定されています。
今月は若小玉、野の獅子舞ついてお知らせします。
地域の歴史を伝える貴重な民俗芸能の演舞をご覧ください。

※日時、演舞内容は変更になる場合があります。詳細は市ホームページで確認（1カ月前くらい）するか文化財保護課に問い合わせください。

▶問い合わせ　同課文化財保護担当☎553―3581

イベント

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
10
月
5
日
・
19
日
、
11
月

2
日
・
9
日
・
16
日
・
30
日
、
12
月

7
日
・
14
日
の
月
曜
日
（
全
8
回
）

午
後
2
時
30
分
〜
4
時　

▼
場
所
　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

機
能
回
復
訓
練
プ
ー
ル　

▼
内
容
　

ク
ロ
ー
ル
な
ど
の
泳
ぎ
方
の
基
本
を

学
ぶ　

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
方
（
年
度
内
65
歳
も
可
）　

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
水
着
、
水
泳

高
齢
者
水
泳
教
室

帽
、
ゴ
ー
グ
ル
、
タ
オ
ル　
▼
申
・

問
　
9
月
15
日
㈫
午
前
9
時
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　【
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
バ
ッ
グ

作
り
】
9
月
2
日
・
9
日
・
16
日

【
エ
ー
ジ
レ
ス
Ｔ
ブ
ラ
ウ
ス
作
り
】

10
月
14
日
・
21
日
・
28
日
※
い
ず
れ

も
水
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30

分　

▼
場
所
　
ミ
シ
ン
会
館
（
株

式
会
社
日
建
内
・
藤
原
町
1
―
31

ミ
シ
ン
に
触
れ
て
手
作
り
の
楽
し
さ
を

ミ
シ
ン
教
室

―
20
）　
▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方　

▼
定
員
　
各
5
人
（
先
着
順
）　

▼

参
加
費
　
3
千
円
（
別
途
、
教
材
代

を
徴
収
）　

▼
申
・
問
　
行
田
商
工

会
議
所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
11
月
7
日
㈯
午
後
2
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
調
理
室　

▼
内
容
　
①
医
師
に

よ
る
高
齢
者
の
「
食
」
に
つ
い
て

の
講
話　

②
交
流
型
の
料
理
教
室

（
女
性
は
料
理
指
導
助
手
を
お
願
い

し
ま
す
）　
③
作
っ
た
料
理
を
食
べ

な
が
ら
懇
親
会　

▼
対
象
　
65
歳

以
上
の
方　

▼
参
加
費
　【
男
性
】

3
千
５
０
０
円
【
女
性
】
５
０
０
円　

▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぎ
ょ
う
だ
ス

キ
ル
バ
ン
ク　
▼
後
援
　
行
田
商
工

会
議
所　
▼
申
・
問
　
同
会
議
所
☎

５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
9
月
27
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
4
時　
▼
場
所
　
中
央
公
民
館

映
像
ホ
ー
ル
（「
み
ら
い
」
内
）　
▼
内

容
　
①
あ
な
た
の
ま
ち
の
流
域
下
水

道　
②
ご
存
じ
で
す
か
？
行
田
の
下

水
道　
▼
講
師
　
荒
川
左
岸
北
部
下

シ
ル
バ
ー
世
代「
交
流
型
」

料
理
教
室
「
メ
シ
友
」

第
21
回
公
開
学
習
会

「
下
水
道
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」

水
道
事
務
所
職
員
他　
▼
対
象
　
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　
▼
定

員
　
50
人
（
先
着
順
・
要
申
し
込
み
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
環
境

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　
▼
申
・
問
　
中
村

☎
０
９
０
―
１
７
７
８
―
４
０
６
２

▼
日
時
　
9
月
26
日
〜
11
月
7
日
の

土
曜
日
（
10
月
31
日
を
除
く
）
※
全

6
回
、
午
後
0
時
50
分
〜
2
時
20

分 

▼
場
所
　
立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
1

階
Ａ
１
０
１
教
室 

▼
内
容
　
法
学

部
、
社
会
福
祉
学
部
、
地
球
環
境
科

学
部
の
講
師
が
日
ご
ろ
研
究
し
て
い

る
専
門
分
野
を
講
演
す
る　
▼
定
員
　

３
０
０
人　

▼
受
講
無
料 

▼
申
　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
9
月
18
日
㈮
ま
で
に
は
が

き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
【
郵
送
】

〒
３
６
０
―
０
１
９
４　
熊
谷
市
万

吉
１
７
０
０　
立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
※
当
日
消
印
有
効
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
５
３
６
―
２
５
２
２
【
Ｅ
メ
ー

ル
】k-koza@

ris.ac.jp　

▼
問
　

同
大
学
法
学
部
事
務
室
公
開
講
座
係

☎
５
３
６
―
６
０
０
０

立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

公
開
講
座
（
後
期
日
程
）

▼
日
時
　
10
月
8
日
〜
平
成
28
年

2
月
18
日
の
毎
週
木
曜
日
（
12
月

31
日
、
2
月
11
日
を
除
く
）
※
全

18
回
、
午
前
10
時
〜
正
午　
▼
場
所
　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

第
3
研
修
室　
▼
定
員
　
20
人
（
先

着
順
）　
▼
対
象
　
初
め
て
手
話
を

学
ぶ
方　
▼
参
加
費
　
3
千
２
４
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
）　

▼
申
・
問
　

9
月
15
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
10
月
25
日
㈰
午
前
7
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分
ご
ろ
※
雨
天
の

場
合
は
11
月
1
日
㈰ 

▼
場
所
　
総

合
公
園
自
由
広
場　
▼
内
容
　
用
具

係
や
会
場
係
の
補
助
な
ど　
▼
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
で
15
歳
以
上
の
方

▼
そ
の
他
　
昼
食
、
飲
み
物
、
記
念

品
を
支
給
し
ま
す
。
な
お
、
保
険
に

加
入
し
ま
す
が
、
交
通
費
お
よ
び
謝

礼
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
▼
申
・

問
　
9
月
25
日
㈮
ま
で
に
直
接
ま
た

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

（
前
期
）募

　
　
集

第
65
回
市
民
体
育
祭
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
電
話
で
市
民
体
育
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
☎

５
５
６
―
８
３
３
６

▼
展
示
期
間
　
10
月
31
日
㈯
〜
11
月

15
日
㈰　
▼
展
示
場
所
　
郷
土
博
物

館　
▼
主
催
　
行
田
市
、
行
田
市
菊

花
連
絡
協
議
会　
▼
申
・
問
　
10
月

2
日
㈮
午
後
5
時
ま
で
に
電
話
で
商

工
観
光
課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時
　
10
月
5
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
子
育
て
中

の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児
付
き
）　

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
乳
幼
児
を
持

つ
保
護
者　
▼
定
員
　
30
人　
▼
参

加
費
　
１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田

市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
連
合
会　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
申
・
問
　
同
協
議
会
☎
５
５
７
―

５
４
０
０

第
41
回

行
田
市
菊
花
展
の
作
品

相
　
　
談

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

262015.9 市報 ぎょうだ27
【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口83,868人　男41,729人　女42,139人　世帯数33,990世帯

（平成27年8月1日現在） 7月中の異動　出生50人　転入等203人　死亡71人　転出等205人

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

▼
日
時
　
10
月
3
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容
　
室
内
用
の
多
肉

植
物
の
寄
せ
植
え
を
作
る　

▼
講

師
　
伊
藤
弘
充
さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ

ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
）　
▼
対
象
　

小
学
生
以
上　
▼
定
員
　
30
人
（
先

着
順
）　

▼
参
加
費
　
2
千
円
（
材

料
代
・
保
険
料
な
ど
）　

▼
申
　
9

月
11
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
古
代
蓮
会

館
窓
口
で
受
け
付
け

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
マ
シ
ン

リ
ニュ
ー
ア
ル
記
念

ポ
イ
ン
ト
2
倍
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
と
バ
イ
ク
マ
シ

ン
が
9
月
1
日
㈫
に
一
部
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
利
用

ポ
イ
ン
ト
が
2
倍
に
な
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト

を
た
め
た
方
に
は
無
料
利
用
券
（
1

回
分
）
を
進
呈
し
ま
す
（
新
規
登
録

講
習
会
を
受
講
し
た
方
や
新
規
登
録

者
を
紹
介
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
登

録
者
に
も
無
料
利
用
券
（
1
回
分
）

を
進
呈
）。　

▼
実
施
期
間
　
9
月

15
日
㈫
〜
30
日
㈬
（
28
日
㈪
は
休

館
）　
▼
利
用
時
間
　
午
前
9
時
〜

午
後
9
時
※
毎
月
第
2
・
第
4
月

古
代
蓮
の
里

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼
期
間
　
9
月
12
日
㈯
〜
23
日
㈬　

▼
内
容
　
①
古
代
蓮
の
里
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
「
お
得
な
サ
ー

ビ
ス
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
古
代
蓮
会
館

受
付
に
提
示
し
た
方
を
対
象
に
、
入

館
料
が
半
額
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
（
1
枚
に
つ
き
3
人
ま
で
有
効
）　

②
古
代
蓮
会
館
に
入
館
し
た
小
・
中

学
生
を
対
象
に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
開
催
し
、
参
加
者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
1
日
限
定
50
個
進
呈　
▼

そ
の
他
　
9
月
14
日
㈪
は
、
古
代
蓮

会
館
お
よ
び
古
代
蓮
の
里
売
店
を
臨

時
に
開
館
（
営
業
）
し
ま
す
。

曜
日
は
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
休
館
）　
▼
利
用
料
金
　
2
時
間

４
０
０
円
（
障
害
者
手
帳
提
示
に
よ

る
減
額
制
度
あ
り
）
▼
対
象
　
高
校

生
以
上　
▼
そ
の
他
　
初
回
は
講
習

会
を
受
講
す
る
こ
と
（
窓
口
ま
た
は

電
話
で
予
約
可
）

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅳ

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
連
動
企
画

〝
は
や
ぶ
さ
２
〞
展
Ｐａｒ
ｔ
２

▼
期
間
　
9
月
19
日
㈯
〜
23
日
㈬　

▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所
他　

▼
内
容
　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
描
か

れ
て
い
る
「
は
や
ぶ
さ
2
」
の
模
型

お
よ
び
顔
出
し
宇
宙
服
の
展
示
を
行

う　

▼
入
館
料
　【
大
人
】
４
０
０

円
【
小
・
中
学
生
】
２
０
０
円
※
未

就
学
児
童
無
料

商
工
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

〜
0
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
〜

▼
日
時
　
11
月
29
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
曲
や

子
ど
も
向
け
の
曲
を
中
心
に
演
奏

す
る　

▼
出
演
　
中
川
越
百
、
大

久
保
英
子
、
岩
下
美
穂　

▼
定
員
　

３
０
０
人
（
先
着
順
）
※
整
理
券
あ

り　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　
整

理
券
は
10
月
3
日
㈯
午
前
9
時
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
事
務
室
で
配
布

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784
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「
市
報
ぎ
ょ
う
だ
」
8
月
号
で
紹
介
し
た
盛
徳
寺

の
門
前
に
、「
天
台
宗
総
本
山
延
暦
寺
第
二
代
座ざ

主す

円え
ん

澄ち
ょ
う

生
誕
の
地
」
と
記
さ
れ
た
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
円
澄
は
、
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
最さ
い
澄ち
ょ
うに
次
い
で

第
二
世
天
台
座
主
と
な
っ
た
平
安
時
代
初
期
の
僧
で

す
。
鎌
倉
時
代
に
撰
せ
ら
れ
た
日
本
初
の
仏
教
通
史

で
あ
る
『
元げ
ん

亨こ
う

釈し
ゃ
く

書し
ょ

』
巻
二
に
よ
れ
ば
、
円
澄
は

宝
亀
２
年
（
７
７
１
）
に
武
蔵
国
埼
玉
郡
に
生
ま

れ
、
俗
姓
は
壬み

生ぶ

氏
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
円
澄
は
18
歳
で
鑑が
ん
真じ
ん
の
高
弟

道ど
う
ち
ゅ
う
忠
か
ら
菩
薩
戒
を
授
け
ら
れ

て
出
家
し
、「
法
鏡
行
者
」
と

名
乗
り
ま
し
た
。
延
暦
17
年

（
７
９
８
）、
27
歳
で
比
叡
山

に
上
っ
て
最
澄
の
門
下
と
な

り
、「
澄
」
の
字
を
与
え
ら
れ

て
円
澄
と
改
名
し
て
い
ま
す
。

　
大
同
元
年
（
８
０
６
）
に
最

澄
に
よ
る
最
初
の
円
頓
戒
授
与

で
受
戒
者
の
上
首
と
な
り
、
翌

年
の
法
華
長
講
で
は
最
澄
の
次

に
第
二
巻
を
講
説
し
て
い
ま

す
。
弘
仁
３
年
（
８
１
２
）
の

冬
に
は
、
泰
範
、
光
定
ら
と
高

雄
山
寺
に
お
も
む
き
、
空く
う

海か
い

か

ら
灌
頂
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
翌
年
再
び
高

雄
山
寺
に
赴
い
て
、
空
海
か
ら
密
教
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　
最
澄
没
後
の
天
長
10
年
（
８
３
３
）
に
は
、
第
二

世
天
台
座
主
と
な
り
、
比
叡
山
に
西
塔
院
、
寂
光
院

を
建
立
す
る
な
ど
、
天
台
宗
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し

た
。
ま
た
、
皇
太
后
橘
た
ち
ば
な
の

嘉か

智ち

子こ

に
袈
裟
数
百
枚

を
中
国
天
台
山
国
清
寺
に
施
入
す
る
こ
と
を
勧
め
、

こ
れ
を
実
行
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
円
澄
は
、
後
継
者
と
し
て
下
野
国
（
現
在
の
栃
木

県
）
出
身
の
円え
ん

仁に
ん

を
育
て
、
承
和

４
年
（
８
３
７
）
10
月
26
日
に
66

歳
で
逝
去
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
初
期
の

仏
教
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

円
澄
で
す
が
、
そ
の
生
誕
の
地
が

埼
玉
郡
の
ど
こ
で
あ
る
の
か
は
、

残
念
な
が
ら
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
若
き
日
の
円
澄
が
現
在
の

行
田
市
域
で
活
動
し
て
い
た
可
能

性
も
想
像
さ
れ
ま
す
が
、
盛
徳
寺

と
の
関
係
も
含
め
て
現
時
点
で
は

不
明
確
な
点
が
多
く
、
今
後
の
研

究
の
進
展
で
謎
が
解
明
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�

（
文
化
財
保
護
課　
中
島
洋
一
）
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■	市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
	 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■	市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
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	 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
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い
に
し
え
の
行
田
を
探
る
30

行
田 

歴
史
系
譜
258

盛
徳
寺
と
円
澄

　8月7日、消防署などで一日消防士体験が行われました。
　市内の小学生を対象にしたこの企画は、今年で22回目

を迎えます。今回は46人が参加。普段ではできない貴重な体験とあって、
子供たちは興味津々な様子で消防職員のサポートを受けながら、放水訓練
や救助訓練などに取り組んでいました。

このコーナーで紹介する施設を募集していますので、希望
される場合は広報広聴課までご連絡ください。

　今
こ ん

月
げつ

紹
しょう

介
か い

する見
み

沼
ぬま

園
えん

は、昭
しょう

和
わ

62年
ね ん

4月
がつ

に開
かい

設
せ つ

された施
し

設
せ つ

で、今
い ま

は
主
お も

に障
しょう

がい者
し ゃ

の人
ひと

たちが食
しょく

事
じ

や入
にゅう

浴
よ く

などのサポートを受
う

けながら生
せ い

活
かつ

しているんだ。日
にっ

中
ちゅう

は、クリーニングといった軽
け い

作
さ

業
ぎょう

の生
せ い

産
さ ん

活
かつ

動
どう

を行
おこな

い、日
にち

常
じょう

生
せ い

活
かつ

における能
のう

力
りょく

の維
い

持
じ

・向
こう

上
じょう

を図
はか

っているんだって。
また、「行

ぎょう

田
だ

市
し

ふれあい福
ふ く

祉
し

健
け ん

康
こ う

まつり」や荒
あ ら

木
き

公
こ う

民
み ん

館
かん

で開
かい

催
さ い

される
文
ぶ ん

化
か

祭
さい

などに積
せ っ

極
きょく

的
てき

に参
さ ん

加
か

し、地
ち

域
い き

の方
か た

との交
こ う

流
りゅう

を深
ふ か

めているよ。
季

き

節
せ つ

のイベントも充
じゅう

実
じつ

していて、ホテルのパーティー会
か い

場
じょう

でクリス
マス会

か い

も行
おこな

われているんだ。何
な ん

だか楽
た の

しそう！
　この施

し

設
せ つ

では、短
た ん

期
き

入
にゅう

所
し ょ

サービスも行
おこな

っているんだよ。市
し

内
ない

で実
じっ

施
し

しているのはここを含
ふ く

めて2カ
か

所
し ょ

だけ。そのため、利
り

用
よう

を希
き

望
ぼう

する
方
か た

が大
お お

勢
ぜ い

いるそうです。「利
り

用
よう

者
し ゃ

の立
た ち

場
ば

にたったサービスを提
て い

供
きょう

する
ことで、これからも地

ち

域
い き

の福
ふ く

祉
し

の充
じゅう

実
じつ

に貢
こ う

献
け ん

していきたい」って職
しょく

員
いん

の皆
み な

さんは話
は な

していました。

【住所】荒木1735　【電話番号】557―2873

盛徳寺

福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!見

み

沼
ぬ ま

園
え ん

（運営：社会福祉法人聖徳会）
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